
評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

■ 十分できている □ できている □ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－１　学校施設の整備 No. 1

事 業 名 施設の耐震化工事 担　当　課 教育総務課

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　大俣小学校（校舎）、阿波中学校（校舎）で耐震化工事を実施しました。
　この結果、小中学校の平成２4年度の耐震化率は、83.6％（平成２３年度末77.0％。
対前年度比＋6.6ポイント）となりました。

事 業 概 要 教育施設整備計画に基づく実施

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 完了１００％ －

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ａ 優れた取り組みが多く、十分成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

学校施設の耐震化は全国的にも
急務となっています。早急に実施
率100％を目指してください。

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 完了１００％ -



評価シート　平成２４年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－１　学校施設の整備 No. 2

事 業 名 施設バリアフリー化 担　当　課 教育総務課

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　大俣小学校（校舎）、阿波中学校（校舎）で耐震化工事と併せ大規模改造工事を実
施し、その工事の中で、多目的トイレ・スロープ・エレベーターの設置を行い施設のバ
リアフリー化を図りました。

事 業 概 要 教育施設整備計画に基づく実施

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

教育はみんなに等しく与えられた
権利です。引き続き取り組んでくだ
さい。

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施



評価シート　平成２４年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

■ 十分できている □ できている □ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－１　学校施設の整備 No. 3

事 業 名 教育設備の充実 担　当　課 教育総務課

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　平成１９、２１年度に、小中学校のパソコン教室にパソコンを一人１台配備し、情報教
育をはじめ、あらゆる教育活動に役立てています。
　平成２４年度においても、パソコンを用いた授業はもちろん、調べものをするとき、ク
ラブ活動等で、生徒が主体的にパソコンを使って学んでいます。

事 業 概 要 時代に即した教育の実践に必要な整備

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

充実 充実 充実 充実 充実

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

高度情報化社会となった現在、パ
ソコは必要不可欠なものとなってい
ます。子どもたちに早くから触れる
機会を与えてあげてください。

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

充実 充実 充実 充実 充実



評価シート　平成２４年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 4

事 業 名 幼稚園教育要領に基づく教育の実施 担　当　課 学校教育課

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　各園において、幼稚園教育要領に基づく教育課程を作成し、各園の実態に合わせ
た指導計画を策定しています。特に教育要領の改正された中に発達や学びの連続性
を踏まえた教育を意識して、教育活動を行っています。

事 業 概 要 発達や学びの連続性を踏まえた教育の充実

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

今後も各園の実態に合わせた指導
計画を策定し、教育活動を行ってく
ださい。

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施



評価シート　平成２４年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 ■ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 5

事 業 名 4～5歳児就園の促進 担　当　課 学校教育課

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

 各園において、地域との交流・生活発表会・ミニ運動会などの行事に会わせて、未就
園児への招待状を出し情報提供を行っています。

事 業 概 要 未就園児への園開放、保護者への情報提供

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

未就園児を招待し、地域との交流
に努めてください。

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施



評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 6

事 業 名 子育て支援の充実 担　当　課 学校教育課

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　教育課程に係る保育時間終了後に行う教育活動として、預かり保育を実施していま
す。保護者の就労や預かり保育を希望する園児の受け入れを、１８時まで実施してい
ます。長期休業中は原則として、８時３０分から１７時までとなっていますが、保護者の
ニーズに合わせた対応をしています。（預かり保育料１月４,５００円）

事 業 概 要 預かり保育の充実

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

保護者のニーズに合わせた対応に
努めてください。

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施



評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまりできていない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 7

事 業 名 幼稚園・保育所の相互交流の推進 担　当　課 学校教育課

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　阿波市人権教育研究大会が４町の輪番にて開催され、保、幼、小、中、高等学校が
相互に交流をしながら、公開保育・講演・演劇などを実施しました。
　幼、保だけの合同研修は、実施できていません。

事 業 概 要 幼稚園・保育所の合同研修等

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

現在の研究大会を維持しながら、
幼保が交流できるよう研修を取り
入れてください。

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施



評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまりできていない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 8

事 業 名 小学校・保育所との連携強化 担　当　課 学校教育課

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　各園においては、幼小のなめらかな継続に向けての取り組みを工夫して実施してい
ます。幼保合同運動会については、土成中央幼・柿原幼・八幡幼で実施しました。ま
た、体験入園・体験入学、小学校合同の避難訓練・交通安全教室などを行っていま
す。保育所との交流は、実施できている園とできていない園があります。

事 業 概 要 幼稚園・保育所・小学校間での交流拡大

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

幼稚園と保育所が行事などで、交
流できるよう努めてください。

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施



評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 ■ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまりできていない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 9

事 業 名 将来的な幼児教育体制の検討 担　当　課 学校教育課

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　３年保育は、実施していません。幼保連携施設へ向けての計画が、八幡校区・一条
校区で進められています。

事 業 概 要 3年保育・幼保一体化・こども園の実現

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

検討 検討 検討 検討 検討

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

市場・土成・吉野は、連携施設は既
設・計画中ですが、阿波について
は今後検討の必要があります。

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

検討 一部実施 一部実施 一部実施 一部実施



評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 10

事 業 名 読書活動の充実 担　当　課 学校教育課

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　小・中学校は朝の読書活動を積極的に推進しています。また、幼・小学校は読書ボ
ランティアによる読み聞かせにより、充実を図っています。ブックリストの作成について
は、ほとんどできていません。

事 業 概 要 朝の読書活動、ブックリスト作成

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

読書ボランティアは現状のまま継
続をしてください。今後ブックリスト
の作成に努めてください。

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施



評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 11

事 業 名 学習指導要領に基づく教育の実施 担　当　課 学校教育課

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　小学校では、「言語活動の充実」を中心に、学習指導要領を実施することができまし
た。また、阿波踊りの技能を学んだり、阿波市内の名所旧跡巡りを行ったりして、伝統
や文化に対する教育の充実を図りました。中学校では、言語活動を充実するとともに
理数教育や英語教育の充実に取り組んでいます。

事 業 概 要 小学校は平成23年度から、中学校は平成24年度から完全実施

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

阿波市内の伝統や文化を取り入れ
た学習を現状のまま行ってくださ
い。

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施



評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 12

事 業 名 研究指定校の推進 担　当　課 学校教育課

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　阿波中学校では、平成２５年度の四国・県中学校保健体育教育研究大会の開催に
向けて、「運動の合理的な実践を通して、生涯にわたり運動に親しむ心と体を育てる
体育学習」という研究主題で、研究実践を進めています。土成中学校でも平成２６年
度に道徳教育研究大会を開催します。この研究大会は四国大会も兼ねることになり、
今後、この大会に向けて道徳教育の充実を一層図っていきます。

事 業 概 要 学力向上に関する研究指定校の導入

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

道徳教育を取り入れ、阿波市内の
児童・生徒が豊かな心になるよう学
習を行ってください。

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施



評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

■ 十分できている □ できている □ あまりできていない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 13

事 業 名 各学校における体験活動の充実 担　当　課 学校教育課

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　幼稚園では、野菜・花作り体験、小学校では、阿波踊り、阿波市の名所・旧跡めぐり
体験、中学校では、職場体験学習（２日間）などを実施することができました。

事 業 概 要 諸行事・キャリア教育の推進

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

今後も職場体験学習などに努めて
ください。

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施



評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 14

事 業 名 教職員の資質向上 担　当　課 学校教育課

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　授業研修を中心とした研修の充実、IT機器の効果的な利用推進によるICT能力の育
成、教育の情報化の充実に向けて研修を進めることができました。

事 業 概 要 各教科の指導、ＩＣＴ能力の校内研修実施

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

ICT機器を活用し、児童生徒の学
力向上に努めてください。

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施



評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 15

事 業 名 県学力調査の活用 担　当　課 学校教育課

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　１２月実施の県ステップアップテスト（小５、中２）に小、中学校全てが参加し、その結
果をもとにして、授業改善など学力向上の取り組みを強化しています。

事 業 概 要 徳島県学力調査の参加継続、学習指導の改善

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

今後も授業改善などで学力向上に
取り組んでください。

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施



評価シート　平成２４年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 16

事 業 名 心の教育、人権教育の充実 担　当　課 学校教育課

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　各幼稚園で、野菜や花の栽培を高齢者の人たちとの交流を交えて実施しました。阿
波市人権教育研究大会を、柿原幼稚園、柿原小学校、吉野中学校を会場にして実施
しました。また、各学校では、人権教育推進のための校内研修を実施しました。人権
擁護委員による各町の特産を使った弁当やおやつ作りを各幼稚園で実施ました。

事 業 概 要
命の大切さを学ぶ動植物の育成、世代間交流、人権教育指定研究校の導入、学校内
の人権尊重の推進

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

人権教育は幼稚園の時から大切
なので、今後も継続して行ってくだ
さい。

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施



評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

ｒ

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 17

事 業 名 芸術・文化活動の充実 担　当　課 学校教育課

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　各小学校では、地元の龍虎連を招いて阿波踊りを練習し、運動会などで披露しまし
た。大俣小学校では、「じょうれい踊り」を大俣婦人会が指導し運動会で披露しました。
また、小学校では４年生を中心に阿波市の名所・旧跡めぐりを実施し、文化財の意識
について学習する機会をもっています。

事 業 概 要
地域連携による郷土文化の継承活動、教科や特別活動における主体的な芸術・文化
活動

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

地域の人との交流を図り、阿波市
の文化財などの学習を行ってくださ
い。

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施



評価シート　平成２４年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 18

事 業 名 環境教育の充実 担　当　課 学校教育課

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　学校や地域の独自性を活かしながら実施しています。学校版環境ISOについては、
土成小学校・八幡小学校・市場小学校・久勝小学校が新たに認定されました。土成小
学校は、アサザビオトープの保護活動に取り組みました。

事 業 概 要 発達段階に応じた教育、地域連携、学校版環境ＩＳＯ拡大

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

小・中学校で環境について学習し、
阿波市の自然保護に努めてくださ
い。

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施



評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 19

事 業 名 体力調査の活用 担　当　課 学校教育課

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

 全国体力調査に、小学校５・６年と中学校１・２・３年が参加しています。阿波町では、
幼・小・中が連携し体力向上についての取り組みを強化しています。また、トップアス
リート（オリンピック参加選手等）を招待し、吉野町内の小学校高学年児童と交流し、
技術を学びました。

事 業 概 要 全国体力調査の参加継続、指導の改善

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

今後も、幼・小・中での連携した取
り組みや、トップアスリート招待など
を通じた、児童生徒の体力・技術
力の向上に努めてください。

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施



評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

PTA行事などにいろいろなニュース
ポーツを取り入れてください。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　幼・小・中学校といろいろな時間を有効に活用し、運動習慣の定着を図っています。
小学校では、遊具検定を実施したり、PTA行事にキンボールを取り入れたりしている
学校もあります。

事 業 概 要
始業前や総合的な学習の時間を活用した外遊び実施、部活動の活性化、遊具検定
やキンボール大会の実施

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 20

事 業 名 運動習慣の定着 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

性教育・薬物乱用防止教室は、児
童生徒に対し必要であるので継続
して行ってください。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　健康診断はすべての幼・小・中学校で実施し、健康の保持、増進に努めています。
性教育・薬物乱用防止教室は、小・中学校で子どもの実態を考慮しながら実施してい
ます。

事 業 概 要 健康診断、性教育、薬物乱用防止教室等の実施

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 21

事 業 名 健康教育の推進 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

人権擁護委員の方などと、地産地
消について学習を行ってください。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　命のリレープロジェクト（人権擁護委員）や地域住民ボランティアとの連携により、食
育を進めています。また、地域の実情に応じた地産地消の学びを深めています。

事 業 概 要 学校・家庭・地域の連携による食育の推進

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 22

事 業 名 食育の推進 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２４年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

小学校・中学校の交流を今後も
行ってください。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　一条・柿原小学校と吉野中学校との交流を実施し、小学校が中学校へ行き、英語の
授業見学、クイズ交流、クラブ見学を行いました。

事 業 概 要 部活動等の合同練習の実施

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 23

事 業 名 小・中学校の連携強化 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２４年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

就学が困難な児童生徒の保護者
に対し、今後も就学援助を行ってく
ださい。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　小学校２１６件、中学校１４０件の就学援助（準要保護）を実施しました。

事 業 概 要 教育の機会均等の理念に基づく就学援助

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 24

事 業 名 就学援助の実施 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２４年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 ■ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまりできていない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

体験活動として地域の行事の参加
に努めてください。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　地域の祭り、やねこじき等への参加がありました。

事 業 概 要 地域行事への参加、プログラムの拡充

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 １－３　家庭や地域との連携・融合 No. 25

事 業 名 体験活動の充実 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

いろんなゲストティーチャーを招い
て地域のことを学習してください。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　地域の教育力を活用したゲストティーチャーが、食育・環境教育などの分野で尐しず
つ増加しています。

事 業 概 要 ゲストティーチャーの増加、プログラム拡充

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 １－３　家庭や地域との連携・融合 No. 26

事 業 名 ゲストティーチャーの活用 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２４年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

地域の方に施設の開放を行ってく
ださい。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　ニーズに応じて施設の開放、活用ができています。

事 業 概 要 幼稚園・学校施設の開放、活用

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 １－３　家庭や地域との連携・融合 No. 27

事 業 名 施設開放の推進 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２４年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

定例会などに評議員の参加をお願
いしてください。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　すべての幼・小・中学校では、評議員制度を活用し、定例会を年２～３回開催してい
ます。また、学校関係者評価を、評議員の参加を得て実施しています。

事 業 概 要 幼稚園・学校の評議員制度の活用

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 １－３　家庭や地域との連携・融合 No. 28

事 業 名 評議員制度の定着と活用 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている □ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている □ あまりできていない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

充実 充実 充実 充実 充実

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

コーディネーターの確保に努めてく
ださい。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

■ できていない

■ できていない

■ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　コーディネーターの確保はできていません。

事 業 概 要 コーディネーターの確保、地域資源の活用

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 １－３　家庭や地域との連携・融合 No. 29

事 業 名 学校支援地域本部事業 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２４年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

今後も関係者の方と連携を図って
ください。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　不登校問題対策協議会を、年２回開催しました。学校、民生児童委員、青尐年育成
センター、家庭相談員等との連携を進めました。

事 業 概 要
不登校問題対策協議会の開催、阿波っ子スクールサポートチーム（ASST）との連携な
ど

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 １－４　心の問題への対応 No. 30

事 業 名 関係機関の連携強化 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２４年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

不登校の児童・生徒のため教育相
談を行ってください。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　平成２３年度不登校だった小学生１名が中学生になって完全復帰できました。その
他中学生３名が通い、継続的に自立支援を強めました。また、不定期に通う子の自立
支援や保護者の教育相談を行いました。

事 業 概 要 不登校児童生徒の学校復帰や社会的な自立の支援

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 １－４　心の問題への対応 No. 31

事 業 名 適応指導教室「阿波っ子スクール」の運営 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

充実 充実 充実 充実 充実

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

児童生徒が問題行動を起こさない
よう、教育相談や家庭訪問を行っ
てください。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　個人指導、学年集会、家庭訪問、教育相談、アンケート、マニュアルの活用など具体
的な取り組みを強化しました。

事 業 概 要
いじめを許さない学級運営、カウンセリング能力向上、県児童生徒の問題行動に対す
る初期対応マニュアル活用

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 １－４　心の問題への対応 No. 32

事 業 名 教職員の指導力向上 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

児童生徒のために相談機能の拡
充を今後も図ってください。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　養護教諭、特別支援教育コーディネーター、スクールカウンセラー、巡回指導員等に
より、相談機能を拡充しました。

事 業 概 要 保健相談・発達相談の実施、スクールカウンセラーや心の教育相談員の配置

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 １－４　心の問題への対応 No. 33

事 業 名 相談機能の拡充 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

預かり保育や特別支援の充実に
努めてください。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　平成２４年度は、預かり保育担当者１４名、特別支援加配担当者９名を配置し、預か
り保育の充実ときめ細かな特別支援を推進しました。

事 業 概 要 預かり保育担当者や職員の加配継続

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 １－５　特別支援教育の充実 No. 34

事 業 名 障害のある幼児の教育環境の充実 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２４年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

連携協議会や研修会を行い、より
良い支援に努めてください。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　年２回の連携協議会、１回の研修会を開催し充実を図っています。

事 業 概 要 関係機関の連携強化、より良い支援のあり方の検討

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 １－５　特別支援教育の充実 No. 35

事 業 名 特別支援連携協議会の充実 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２４年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

個別の教育支援計画の様式統一
に努めてください。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　各学校ごとに「個別の教育支援計画」の作成が進みつつあるが、計画書の様式統一
については、調整中です。

事 業 概 要 計画書の形式統一、活用方法の検討

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 １－５　特別支援教育の充実 No. 36

事 業 名 「個別の教育支援計画」の活用 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている □ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている □ あまりできていない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

充実 充実 充実 充実 充実

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

通級指導教室の設置ができるよう
努めてください。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

■ できていない

■ できていない

■ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　発達障害の中で、通常学級（普通学級）に在籍する学習障害（LD）の子どもたちへの
支援の必要性が高まり、通級指導教室の要望を継続しているが、設置はできていま
せん。

事 業 概 要 発達障害などに対応した通級指導の体制整備

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

検討 検討 検討 検討 検討

推 進 施 策 １－５　特別支援教育の充実 No. 37

事 業 名 通級指導教室の計画的な設置 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

充実 充実 充実 充実 充実

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

巡回指導員や総合教育センターの
指導主事の指導を受け、校内研修
の講師と連携を図ってください。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　特別支援学校の巡回指導員や総合教育センターの指導主事等の指導を受けまし
た。学校での個別指導を進め、校内研修の講師とも連携を強めています。

事 業 概 要 特別支援学校との連携、専門家による相談

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 １－５　特別支援教育の充実 No. 38

事 業 名 相談支援体制の充実 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

充実 充実 充実 充実 充実

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

オープンスクールを行い特別支援
教育について、理解啓発に努めて
ください。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　オープンスクールにおける保育、授業公開や教育相談、学校だより、講演等の実施
で理解啓発を図りました。

事 業 概 要 特別支援教育の理解啓発

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 １－５　特別支援教育の充実 No. 39

事 業 名 特別支援教育への理解促進 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２４年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

外国からの転入児に対し、県と相
談を行い日本語指導の対応に努
めてください。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　小学校に外国からの転入児が１名あり、外国語変換器（ソフト）や県から支援講師の
配置で支援を行いました。

事 業 概 要 就学相談、日本語指導

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 １－５　特別支援教育の充実 No. 40

事 業 名 海外帰国・外国人児童生徒への支援 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

■ 十分できている □ できている □ あまりできていない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ａ 優れた取り組みが多く、十分成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

通学路の点検を行うとともに、街頭
指導等に努めてください。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

・通学路の点検（学校、警察、地域等の連携）
・のぼり、旗、横断幕の作成（費用２８１、２３２円）
・街頭補導（学校、警察、地域等の連携）
・登下校時のパトロール

事 業 概 要 青尐年育成センター・関係機関・家庭・地域組織などの連携

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 １－６　安全対策の強化 No. 41

事 業 名 地域全体の連携強化 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

■ 十分できている □ できている □ あまりできていない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ａ 優れた取り組みが多く、十分成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

有害図書の回収・ゲームセンター
等の巡視などに努めてください。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

・有害図書の回収（市内4箇所、白いポスト）
・広報活動の実施（リーフレット、ポスター、カレンダー等作成）費用336，546円
・街頭パレードの実施（学校、警察、地域等の連携）
・ゲームセンター、量販店、書店等の巡視　・フィルタリング研修会
・隣接する青尐年育成センター等（吉野川市、板野西部、名西郡）との合同パトロー
ル）

事 業 概 要 地域や関係機関との協力、防犯活動の充実

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 １－６　安全対策の強化 No. 42

事 業 名 不審者対策の推進 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

充実 充実 充実 充実 充実

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

小中学校と地域との合同避難訓練
が実施できるよう努めてください。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　すべての小・中学校で防災計画の見直しを行いました。今後、地域との合同避難訓
練の実施を検討中です。

事 業 概 要 幼稚園・小・中学校の防災計画作成、地域との合同避難訓練

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 １－６　安全対策の強化 No. 43

事 業 名 防災教育の充実 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

要請 要請 要請 要請 要請

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

危険箇所の調査を行い、関係機関
へ改善の要望を図ってください。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　各小・中学校、保護者、警察、東部県土整備局吉野川庁舎道路担当、市建設課、教
育委員会が合同で危険箇所の点検・調査を行い、関係機関へ改良等の要望を行って
います。各小・中学校に４種類ののぼり旗を作成し２３０本配布しています。（費用２８
５，６００円）
〈点検箇所の状況〉
　小学校　市内　３３箇所
　中学校　市内　２７箇所

事 業 概 要 危険箇所の改良、歩道やガードレール整備の要請

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

要請 要請 要請 要請 要請

推 進 施 策 １－６　安全対策の強化 No. 44

事 業 名 安全施設の整備促進 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

■ 十分できている □ できている □ あまりできていない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ａ 優れた取り組みが多く、十分成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

学校で防犯教室の実施を継続して
ください。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

・防犯教室の実施（学校、警察、地域との連携）
・市内小学校において毎年実施

事 業 概 要 青尐年育成センター・警察署と連携して防犯教室の実施

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 １－６　安全対策の強化 No. 45

事 業 名 危機管理能力の育成 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２４年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

■ 十分できている □ できている □ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－７　学校給食体制の充実 No. 46

事 業 名 阿波市学校給食センター建設 担　当　課 教育総務課

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　新給食センター建設用地を取得（公有財産購入及び補償物件等４５，９０９千円）し
ました。また、建築設計業務（業務委託料１９，０４１千円）を実施し、平成２５年度より
建設工事に着手します。

事 業 概 要 センター整備、市内統一の給食実施

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

検討 検討 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

学校給食の市内統一のため、引き
続き取り組んでください。

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

検討 実施 実施 竣工 －



評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

児童生徒の給食に使用する阿波
市産の食材の調達に努めてくださ
い。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　学校給食の食材については、児童生徒の健康面を考慮して国産にこだわり、阿波市
内産、県内産、次に国内産の優先順位で調達しています。それでも対応できない場合
は、外国産を使用するという理念の下、食材の調達を実施しています。
<市内納入状況>
　阿波給食センター：市内業者９店、個人農家等3名
　市場給食センター：市内業者９店、個人農家等8名

事 業 概 要 地元農家・ＪＡ・生産者組合との連携と組織的な運営

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 １－７　学校給食体制の充実 No. 47

事 業 名 安定供給体制の構築 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２４年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

■ 十分できている □ できている □ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－７　学校給食体制の充実 No. 48

事 業 名 地産地消の推進 担　当　課 給食センター

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　阿波市学校給食地産地消推進計画策定委員会を設置し、平成24年度中に策定委
員会及び作業部会を6回開催し、併せて先進地の視察研修も４回行い、学校給食の
現状と課題分析を実施しました。この分析結果に基づき、「Ａｗa産Ｏｕｒ消」をスローガ
ンとした、「阿波市学校給食地産地消推進計画」を策定しました。
　実施期間は、平成25年度から平成26年度を準備期間とし、平成27年度から平成36
年度までの10年間で、現状の消費率(重量ベース）21.5％から最終年度には農産物で
65％とする数値目標を設定し、それに向けた取り組み体制が示されました。

事 業 概 要 阿波市内生産食材の活用

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

平成26年度新学校給食センター開
設に向けての地産地消推進計画
に沿った準備を着実に進めてくださ
い。

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施



評価シート　平成２４年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

高等学校との交流を今後も図って
ください。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　阿波西高等学校祭への参加、一部、部活動交流を実施しました。

事 業 概 要 学校行事、部活動の合同実施

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 １－８　高等学校との連携強化 No. 49

事 業 名 中高連携の強化 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２４年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

中高一貫教育を現状のまま行って
ください。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　中高一貫教育のために市場中・阿波中へ教員の増員が1名ずつありました。

事 業 概 要 教員の増員・テレビ会議の充実

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

検討 検討 実施 実施 実施

推 進 施 策 １－８　高等学校との連携強化 No. 50

事 業 名 連携強化のための体制づくり 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２４年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

今後も学校祭への参加を行い中高
一貫の連携に努めてください。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　阿波西高校と市場中・阿波中の間で教員の相互交流（教科指導）を実施しました。
生徒の学校祭への参加、部活動での一部交流を行いました。

事 業 概 要 連携校の教員・生徒の交流

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 １－８　高等学校との連携強化 No. 51

事 業 名 中高一貫教育連携校の継続 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２４年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減尐

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまりできていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

検討 検討 検討 検討 検討

平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

現状のまま行ってください。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減尐

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２４年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　交通手段は、自転車を利用しています。

事 業 概 要 バス等の導入

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

検討 検討 検討 検討 検討

推 進 施 策 １－８　高等学校との連携強化 No. 52

事 業 名 交流時の交通手段の確保 担　当　課 学校教育課


